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赤塚若樹

女の子映画。

チ ェ コ の ヌ ー ヴエノレ ・ ヴァーグについては、 おそ ら く ミ ロ シュ ・ フオノレマ ン
の 『プ ロ ン ドの恋』 やイ ジー ・ メ ンツノレの 『厳重に監視された列車』 の よ う な、
辛練で皮肉の知山、た物語が も っ と も よ く 知 られている. 196 0 年代のはじめから
半ばにかけてのチェ コ ス ロ グァ キアの政治情勢におけ る 「雪どけ」 と と も に生
まれた、 こ れ ら の映画な らびにヤ ロ ミ ル ・ イ レ シ ュ 、 イ ヴア ン ・ パセノレ、 ヤ ン ・

ニ ェ メ ツ の映画は、 新 しい創造的 自由、 様式上の威厳 と 力 強さ 、 そ して社会批
判の可能性 を し め していた。 ふたつのオスカー受賞をふく む世界的評価があ と
につづいた。 (1)

少なく と も 日 本において、 チ ェ コ !J)-一一厳密にいえば、 チ ェ コ ス ロ ヴァ キアの
ーヌー ヴエノレ ・ ヴァ ーグの作品のなかでも っ と も よ く 知 られているのは、 おそ ら く
ヴィエラ ・ ヒ チ ロ グァ ー (192 9・ ) の 『ひな ぎ く 』 なのではないか と 思 う 曲。 と こ
ろが、 上の引用には監督の名前も映画の タ イ トノレ も 出 て こ な い し 、 いわれて い る こ
と も 『ひなぎ く 』 の 日本での一般的なイ メ ージか らする と 、 ど こ かずれている よ う
に感 じ られる。 し か し な が ら 、 じつはこれもまたほかな ら ぬ 『ひな ぎ く 』 について
書かれた文章一一2012 年にプル ッ ク リ ン音楽アカデミ ーでこの映画が上映される
の に さ い して、 『ニュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ムズ』 紙に寄せられた記事一一の一部で、 こ の
す ぐあ と につ ぎの よ う な段落がつづいている。

しかし 1966 年の風変わ り な映画 『ひなぎ く 』 は(.. . .) チェ コ の ヌ ー ヴェ
ノレ ・ ヴ ァ ー グの、 あま り 知 られていない、 ひと の気分を浮 き 立たせる よ う な特
質を体現 している。 こ のいたずらに満ちた作品はヌーヴェノレ ・ グァ ー グ唯一の
女性監督 ヴィ エ ラ ・ ヒ チロ グァ ーの長編第 2 作 目 だ。 こ の魅力的な グィジュア
ノレか ら な る気ま ぐれな映画一一多彩な実験、 め く る め く コ ラージュ効果、 シュ
ノレ レア リ ス ム的戯れに満ちているーーでは、 ふた り の危険なほ どに退屈 した若
い娘たちが、 緩やかに結びついた一連のエ ピ ソ ー ドのなかで無秩序な楽しみに
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興 じている。 叫

日 本ではそ も そ も チェ コ ス ロ ヴァ キアのヌー ヴエノレ ・ ヴァ ー グの こ と な ど、 一部の
映画フ ァ ンや専門家をのぞく と 、 ほ と ん ど誰 も 知 ら ないのではないか、 と い う 点は
と も かく と して、 『ひな ぎ く 』 については実際に、 冒頭の引用で諮られる よ う なま じ
め さ よ り も 、 こ こ でいわれる軽さ や と らわれのな さ のほ う にそのよ さ があ ら われて
い る と みる のが正 しいのではないか。 少なく と も 日 本でそのよ う な捉え られ方を し
て き た こ と 一一司 あ る いはまた、 その よ う な も の と して紹介 されて き た こ と 一一ーはま
ちがいない事実であ り 、 そ こ で と り わけ 「女の子J (のため/について) の映画であ
る と い う 点が重視さ れて き たの も ま たた しかな と こ ろだろ う .

た と えば2 007 年に発売された DVD のジ ャ ケ ッ ト (図 1 ) の表面には r1966 年、
チ ェ コ。 /女の子映画の決定版 ! J と あ り 、 裏面に は こ んなふ う に警かれている.

幻の'6 0 年代、 女の子映画の決定版I
ウ ソ と パカ騒ぎ と お気軽 さ だけの女の子二人のハチャ メ チャ行状記e

オシヤ レ して、 男だま して食べ放題 。 泣き まね して逃げちゃえ !
映画の画面 も ハサ ミ でち ょ ん切って、 色 も メ チャ ク チャ。 キ レイ で し ょ 。

「私たち生きているのよ 生き ているf 生き ている け
彼女たちを見て元気 に な らない女の子はいない

DVD の 12 年前の 1995 年に発売された VHS ヒ・デオのジャ ケ ッ ト (図2 ) に も閉
じ1齢、文句、 同 じ文章が記さ れているが、 そ こ では 「女の子Jではな く 「女のこJ
と なっている こ と は指嫡しておいて よ し 、かも しれない。 この漢字のひら き 方、 ひ ら
がなの使い方には不思餓なイ ンパク ト があるではないか。 そ して 、 こ の DVD と VHS
の版元であ る イ メ ージ フ ォ ー ラ ム/ダゲ レオ出版の ウ ェ プサイ ト のなかの、 DVD
紹介のベージに出ている宣伝文句は以下の と お り 。

岡崎京子、 野宮真賞、 カ ヒ ミ ・ カ リ ィ 、 小泉今日子、 Kiiiiii な ど、 いつも気に
なる女子オピニオンリーダーたちが 『大好き な映画J と 絶賛する 6 0 年代女の
子映画の決定版 '90 年代になって よ う や く 公開 された、 チェ コ のヌ ー ヴェ
ノレヴ ァ ー グの旗手、 ヒ テ ィ ロ ヴァ ーの幻の名作。 仙

問サイ ト から も う ひ と つ、 べつのページに出ている こ の映画の紹介文もみてお こ う 。
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金髪のボブにひなぎ く の花輪をのせた姉、
こ げ茶の重量を う さ ぎの耳のよ う に結び、 レースのシ ョ ーノレをま と っ た妹。

2 人は男たちに食事をお ご らせ、
嘘泣きの後、 笑いなが ら逃げ出 して し ま う 。
牛乳のお風呂に入 り 、
グラ ビアを切 り 抜き 、
部屋の中で紙を飾って燃や し て し ま れ

色 ズ レやカ ラ ー リ ング、 実験的な光学処理な ど、
6 0 年代的な 自 由に満ちあふれた映像や音楽も魅力l

岡崎京子、 野宮莫賞、 カ ヒ ミ ・ カ リ ィ 、 小泉今 日子、 Kiiiiiii な ど、
アー ト や フ ァ ッ シ ョ ンに敏感な女性たちが 「大好き な映画J と絶賛する
6 0 年代女の子映画の決定版 朗

主人公のふた り をあやま っ て姉妹と 呼んでいる点は と も かく 、 こ う した一連の紹介
文や宣伝文句をみれば、 『ひなぎ く 』 が 日 本で どの よ う な作品 と してーーあるいはむ
し ろ どの よ う な商品 と して一一あっかわれて き たのかが よ く わかるだろ う 。

そのなかで 「いつも気にな る女子オピニオ ン リ ーダーたちJ な い し 「アー トやフ
ァ ッシ ョ ンに敏感な女性たち」の名前に言及 している のは、 「女の子映画」 と しての
イ メ ージにいわばお盤付 き を あたえたし、からなのだろ う が、 では、 どんなふ う に「絶
賛」 している のだろ う か。 その コ メ ン ト も ま た同サイ ト で読む こ と ができ 、 た と え
ばそのふたつはつぎのよ う な ものだ.

岡崎京子 ('"ンガ家)
2 人の女の こ 。 2 人はこ の世の無用の長物で余計ものである。 そ の こ と を2 人
は良く 分かっ ている。 役に立たない無力な少女達。 だから こ そ彼女遥は笑 う 。
お しゃれす る 、 お化粧する 、 男達をだます、 走る、 ダンスする。 遊ぶ こ と だけ
が彼女達にでき る こ と。 愉快なばか騒 ぎ と 絶対に本 当の こ と を言わないこ と 。
それが彼女達の戦闘手段。 やつ ら を 「ぎやふんj と 言わせるための. 死ヰ死ネ
死ネ死ネ1分かつて る よ。 私達だっ て 「生き てjいるのよ。
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野宮真貴 ( ミ ュージシャン)
この映画のふた り の女の子は なんだか涙が出る ほ ど 自 由に生きている。 可愛
い服を着て、 おいしいものを ご馳走 して も ら っ て、 ダンスを して、 いつも笑っ
て ・ ・ ・ 。 rひな ぎ く J ほ ど悲 しいく らい美 しい映画は他にはない と 思 う 。 刷

それゆえに 「女の子映画の決定版J になる と い う こ と 由、
閉 じ ウ ェプページに小泉今 日 子 (1966 ー ) の コ メ ン ト はみつから ないが、 rrひな

ぎ く 』 が誘 う '6 0 年代プラ ハへの旅」 と 短 された雑誌記事でこの映画の魅力につい
て諮っている。 「 キ ッ チ ュ でオシヤ レで、 ど こ か懐かしい 。 そんな時代のチェ コ
を求め、 小泉今 日 子 さ んは映画の主人公になって、 プラハを歩き ま したJ と い う 、
よ く ある趣向の記事だが、 彼女がチェ コ に関心を も ったそ も そ ものき っ かけは、 パ
リの ビデオシ ョ ッ プで何気な く 手に取っ た こ の映画だったのだ と い う 。 小泉今 日 子
ががい う には、 『ひなぎ く 』 は 「すご く へんな話 じゃないですか。 ほかの園と 者の捉
え方が ち ょ っ と遭 う 感じ が し ますよね。 聞いた こ と のないチ ェ コ 語の響き も お も し
ろ く て ピック リ J 。 そ して主人公のふた り の女の子についてつぎのよ う にし づ 。 「ず

ぼ ら で ピッチな感じがする 、 パカ な女ふた り 組ですよね。 でも彼女たちは uガー リ
一、 と はゼンゼン違 う 。 そんな夢見ている よ う な感 じ じゃな く て、 も っ と 渋谷っぽ
い。 女の人が撮っ て る こ と も あ る けれど、 ちゃんと 女の子が ワノレで、 す ご く た く ま
し く 生 き て い る んですJ (九そんな 『ひなぎく 』に彼女は夢中にな り 、 fチ ェ コ びい

きjになっていったのだ と い う 。
こ のよ う に して で き あ が っ た 「女の子映画J と い う イ メ ージはすでにかな り 浸透

している よ う だ。 た と えば映画 『へんタース ケノレター.! (2012) の公開 に さ い して
中森明夫 (196 0- ) と行なった『映画秘宝』の対談のなかで、 監督の鎗川実花 (1972- ) 
が、 自 分 が ど う い う ふ う にみ られてい る と 思 う か と い う 点について諮っている、 つ
ぎのよ う な (おそ ら く 何気ない) 言葉に もそれを見て取る こ と がで き る一一 「 ど う
せかわいい ものが妻子き で、 オシヤ レ系で、 女の子に人気があっ て 、 『ひなぎ く 』 と か
が好き な感 じで し ょ 、 っ て恩われて る ん じゃなし 、か し らj曲。 の ち ほ ど あ ら た めて
ふれる よ う に、 姥川がこ の映画に言及する こ と には、 も う ひ と つべつの、 それも明
確な意味あいもみいだすこ と ができ るが、 は じめ こ れを説んだ と き には、 じつはそ
の文脈が ま っ た く わからず、 『ひな ぎ く 』 が 「女の子映画J と み な さ れている事実に、
いま さ ら な が ら に 小 さ な お ど ろ き を感 じ る と 同時に、 かすかな違和感を覚えた と い
う のがいつわ ら ざる と こ ろだった。 と い う の も 、 これまでこ こであつかっ て き た よ
う な こ と も も ちろん把握してはいたけれど、 こ の作品にまつわる政治的 ・ 歴史的事
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実をなま じ知っていたがために、 おそ ら く 「それはちが う 」 と い う 意織の ほ う が強
かったからだろ う と いま と なっては思 う 。 両者の落差ない し ギ ャ ッ プに戸惑 っ た と
い う べき か。

ち ょ う どいいタ イ ミ ングなので、 このあた り で 「女の子映画j と い う イ メ ージか
ら は懸け離れた、 『ひなぎ く 』 に ま つわる政治的 ・ 歴史的事実を綴 り 返っ てお く こ と
に し よ う 。 だが、 あ らかじめ断わってお く が、 「女の子映画J と い う 捉え方が ま ちが
っ て い る と か、 映画にまつわる政治的 ・ 歴史的事実を知 ら なければな ら ない、 と い
っ た こ と を主張 したいわけではない。 これから行な う のは、 あ く ま で もそ う い う こ
と が あっ た と い う 事実確認だけであって、 それ以上の何か を 目 指す ものではま っ た
く ない。

社会主義とのかかわり

こ の作品の内容をひと こ と で説明する な ら 、 奔放なふた り の若い娘が男たちを手
玉に と り なが ら 、 悪ふざけ と ばか騒ぎを く り ひろげていく のを描いた映画 と い う ふ
う にな る だろ う か。 い ま の 目 からみれば、 こ う した内容に と り たてて何か問題があ
る よ う に も 、 特段お どろ く べき こ と があ る よ う に も思えないが、 196 0 年代のチ ェ コ
ス ロ ヴァ キア と い う 社会主義国家では事情がちがっていた。 ヤン ・ ニェ メ ツ (1936 ・ )
の 『パーテ ィ と 客た ちについてj (1965 ) と と も に問題視 され、 議会で もや り 玉に
あげられて し ま っ たのだ。 冒頭でふれた 『ニュ ー ヨ ー ク ・ タイ ムズ』 の記事のなか
で、 ニ ェ メ ツが当時を振 り 返 り 、 『ひな ぎ く 』 について こ う 語っている一一「映画全

アナーキズム

体で何を描いてい るのか理解されませんで したが 、 そ こ で無秩序やばか騒ぎが称揚
さ れているのは危険だ と い う 思いを抱いたので しょ う J (汽理解 されなかった 『ひ
な ぎ く Lでは、 それはどんないわれかたを したのだろ う か。

ヒ チ ロ ヴァ ー と ニ ェ メ ツの映画が糾弾 されたのは 196 7 年5 月 18 日 のチ ェ コ ス ロ
グァ キア共和国議会代議院 (下院) での こ と だった。 議会でその発言を したのは、
共産党のなかでも保守派だったヤ ロ ス ラ フ ・ プノレジヰツ (1934・ ) 銭員で、 質問 と
い う かたちだった。 当時のチェ コ ス ロ ヴァ キア において映画な らびに文化がおかれ
ていた状況が どのよ う な ものであったかを知る た めに も 、 こ こ ではプノレジヰツのそ
の歴史的発言を (議会の速記録か ら) すべて引いてお く こ と に し よ う .

尊敬すべき 国民議会のみな さ ま 、 私は2 1 名の議員の名 の も と に質問状を提
出 し、 国家予算が必要 と す る お金がいかに浪費 されている かを しめ し た い と 忠
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います。

国民議会は職務 と 決議の原則に したがい、 わが共和国の経済的 ・ 政治的 ・ 文

化的生活の原則的問題について意見を述べるべき です。
lj.，.，】ルュー ノヴ'0

私たちが観た 2 本の映画が、 『 文 学 新 聞 』 には今月 上映 さ れる と 番かれ
ていますが、 こ れ ら の映画が しめそ う と しているf私たちの文化生活の基本的
な道J を、 誠実な労働者 ・ 農民 ・ 知搬入は誰ひと り 進む こ と ができず、 ま た進
むつも り もない と 確信 しています。 チェ コ ス ロ グァ キアのパ ラ ン ドフ映画ス タ
ジオで僚 られた 『ひなぎ く 』 と 『パーテ ィ と 客たちについて』 には、 わが共和
国、 社会主義、 そ して共産主義の理想と の共通点がないか ら です。

それゆえに私は同志ホフマ ン文化情報大臣、 国民儀会文化委員会、 人民会計
監査院中央委員会、 な らびに国民議会全体にこの状況に徹底的に対処す る よ う 、
そ して ま た 、 こ れ らの映画を準備 した者たち、 と り わ け こ れ ら の駄作に進んで
お金を出 した者たちすべてにたい して しかるべき結論を導き 出すよ う 要求 し ま
す. 私たちは監督のニェ メ ツ と ヒ チ ロ ヴァ ー に 、 これら の駄作が工場や農場、
建築現場やほかの仕事場ではた ら く われらが人民に労働、 政治、 娯楽について
どのよ う な教 え を も た らすのかおたずね します。 私たちは こ の場から 「文化の
雇われ人たちJ のすべてにおたずね します、 誠実な労働者の生活にいつまで毒
を盛っ て い く のか、 いつま で社会主義の達成を踏みつぶ してい く のか、 労働者
と 農民の神経をいつまでも てあそびつづけるのか、 そ して さ ら に 、 どのよ う な
民主主義を始め よ う と している のだろ う か、 と。 おたずね します、 敵が私たち
の も と に到達するのを防ぐために激 しい闘い も厭わない国境警備隊がわが国に
あ る と ど う して考え られる のだろ う か、 と 。 同志国防大臣、 同志財務大臣、 私
たちが内部の敵に多く の金銭をあたえ、 同志農業食糧大臣、 彼 ら に わが国の労
働の成果を踏みにじ らせ、 台無しに させて し ま っ ているのにです。

全責任機関に要求 しますが、 これに対処 し 、 加担 しないよ う に、 ま た 、 数人
に しか理解でき ず 、 それを理由に私たちが社会主義を築 く こ と ができ ない文化
生活にかかわる何人かの人び と に よ っ て、 私たちが苦々 しい思いをする こ と が
ないよ う に していただき たい。

それに く わえて、 同志スハノレダ、 同志チエノレニー夕、 ど こ で も 同 じ よ う に、
量 と 質 と 社会的意義に応じて仕事に報酬があたえ られる と い う 原則が守られて
いなし、かも しれません。

同志のみな さ ん、 登壇 した最後に、 こ れ ら の映画を上映 し、 みな さ ん 自 身で、
私たちが こ こ で 申 し上げた こ と を判断する機会をお持ちにな る こ と を全議員の
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義務と して勧めておき ます.
同志ポ レ ドニャーク に さ ら に質問があ り ます。 最近映画 と してお撮 り になっ

ている のは、 ある いはお撮 り になったのはいっ たい何で し ょ う か。 それらはは
じ めに言及 した 2 本の映画 と 基本的に同 じなのです。 『愛の殉教者たち』、 『蟹座』、
な らびに 『異邦人向けのホテノレ』 の こ と です。 これらの映画をわが国の映画館
か ら回収 し、 今後は ご 自 分の任務に真剣に取 り 組むよ う 要求 しま す。

議員二一名の署名 (拍手) (1ω 

体制側の人間のメ ンタ リ ティのあらわれ と しても じっに興味深い 「質問状」 ではな
いか。 最後にふれられている 3 本の映画は、 それそ.れニェ メ ツ、 ユライ ・ へノレツ、
そ して ア ン ト ェーン ・ 7ーシャが監督を務めてお り 、 いずれも 1966 年に制作され
ている。

『ひなぎ く 』 と 『パーティ と 客たちについて』 と と も に こ の 3 本をあげなが ら プ
ノレジネ ツが問いかけ て い る ポ レ ドニャーク と は、 当時、 映画産業の中核を担ってい
た 固 有 企 業 ( チ ェ コ ス ロ ヴ ァ キ ア 映画〉の所長 、 ア ロ イ ス ・ ポ レ ド ニ ヤ ー ク

(1922 ・1984) の こ と で、 じつはヌーヴエノレ ・ ヴァ ー グはこ の人物の も と で推進 さ

れた動 き で も あ っ た{10. ポ レ ドニャーク はプノレジネツの質問にたい して同 じ 日 に議
会で答弁を行なっ てお り 、 その答弁は、 当時チェ コ ス ロ グァ キアで映画が どの よ う
な も の と 考 え られていたのかをたいへんわか り やす く 伝えて く れる も の と なってい
る。 同様にその言葉全体をみてお く こ と に しよ う 。

尊敬する 国 民議会、 同志である議員のみな さ ま 、 決め られた発言者の議事日
程には入っ ていませんが、 議論のなかで表明 さ れた考えにたいして、 短い言葉
なが ら ご返答でき ま す こ と に何よ り も感謝いた します。

まず第一に国民議会で申 し上げてき たいのは、 議員の立場にかんするテ ク ス
ト のすべてをかな り 詳細に調べま したが、 それについては部分的に しか伝 え ら

れていないよ う に思える と い う こ と です。 さ ら に (チェ コ ス ロ ヴァ キア映画)
の上層部がこれに対処する と 申 し上げておき た い と 思います し、 また、 こ の こ
と にたいする態度をスタ ジオの上層部、 党機関、 映画テ レ ビ芸術家同盟、 そ し
て言及された芸術家たち 自 身に明確に していただきたいと 患います。

映画制作にかんする問題は単純ではあ り ません。 そ こ には哲 学、 文化、 マノレ
ク 旦主義美学 と いっ た領域の複雑な要素が深く 入 り 込んでお り 、 それゆえに党
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ドラ.，ト ，ルギー

中央委員会イ デオロ ギ一部は、 4月の会議で映画の 劇 作法にかんする思想
的問題を判断する必要がある と 考え ま した。 党中央香員会イ デオロギ一部が受
け入れた結論は、 映画制作の発展にかかわるそのほかの企画において徐々 に実
現されるべきであ り 、 実現 されるだろ う ものです. こ の話 し合いにおいてはい
わゆる実験映画作品 に も 十分注意が払われま した。 作品のこ の部分を特徴づけ
る 、 あ ら ゆ る傾向を客観的に分析するための前提条件を設け る必要があ る と 述
べ られま した。 こ の前提条件には、 当然なが ら前述の映画が映画館の観客の意
見 と し っ か り と 向き 合 う 必要がある と い う 点もふく まれています。

さ しあた り 私は、 も っ と も注意が払われなければな らず、 ま た払われている
チェ コ ス ロ グァ キア映画の主流が、 社会問題にかかわる、 健全な社会主義芸術
の流れであ る と も う 一度断わ っ ておきたいと 思います。 それが、 私たちの映画
の特徴と な り 、 国内外で評価さ れ賞讃 された主要な傾向なのです。 あ ら ゆ る 芸
術の領域 と あ ら ゆ る 人間的な行ないにおいて と 同様に映画において も ま ちがい
が起こ り え ま す し 、 実際起こ っ ています。 しかし、 こ の ま ちがいが反国家的な
企てであ り 、 こ れ ら映顕の創 り 手が内部の敵と 呼ばれる理由にはまだな り えま
せん。

(チェ コ ス ロ グァ キア映画)の上層部、 党機関、 映画テ レ ビ芸術家同盟イデオ
ロ ギ一部は、 若い量IJ り 手た ち の さ らなる増加、 市民と しての生活上の成熟に大
き な注意を払 う のが義務だと 考えています。 国民議会文化委員会が関係する議
員 と 書IJ り 手たちのま えで当該の映画の問題に対処するのが必要と 国民議会執府
部が考 え る な ら 、 おそ ら く よ り 正破な見方ができ る こ と で し ょ う 。

鱗事日 程にないに も かかわらずご返答 させていただいた こ と を重ねてお詫び
いた し ま すが、 2 1 名 の犠員が署名 した決議が、 映画のみな らず管路機関のすべ
てにおいて大き な注目 を集める検討対象 と な る こ と だけはも う 一度 申 し上げて
お き ま す。 あ り が と う ございま した。 (12)

だが、 話はこれで終わ ら なかった。 それどこ ろか、 『ひな ぎ く 』 はある意味で時代
の動き を象徴す る よ う な存在 と なっ て い く のだった。 た と えば作家ジ ョ ゼフ ・ シュ
ク ヴォ レツキー (1924-2012) は 『ステ キな若い男女のすべてーーイ国人的なチ ェ コ
映画史� (1971) のなかで当時の様子を物符る こんなエ ピ ソ ー ドを伝えている。

プルジネツの信 じ られない質問状は大量に刷 られてプラハ中で回 し説まれた.
パラ グアン跡l場のステージから読み上げられた と き 、 観客はそれが劇場支配人
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で盟主刺作家のイ ジー ・ ロ ベノレ ト ・ ピ ク に よ っ て帯かれた、 ょ く でき た規制文だ
ι思った. 映画は差し止め られ、 選ばれた 「労働者たち」 に非難 して も ら う た
めに上映された。 しかし彼らは気に入っ て しまい、 最終的に公開 される こ と に
な っ た. 世論の力がその頃は と て も強 く な っ てお り 、 大統領で さ え展開を止め
る こ と はでき なかった。 ま してプノレジヰツ議員には ど う する こ と も できず、 さ
っ さ と 自 分の部屋へと逃げ込ん で し ま った。 (13)

その う え さ らにプルジヰツの非難にたい して、 公然と この映画を擁護する芦も上
が っ た。 社会主義の時代に議会で糾弾された作品を擁護するのだから、 当然それは
反体制的な行為 と な る. それをあえて行なったのは、 当時チェ コ ス ロ ヴァキア作家
同現の事務局長を務めていた ミ ラ ン ・ タ ンデラ (1929・ ) だっ た。 件の国民議会か
ら ひ と 月 後の 1967 年 6 月 27 日 に、第 4 回チェ コ ス ロ ヴァ キア作家同盟大会が開催
さ れた。 ク ンデラはその基鯛演説を行ない、 そのなかで 『ひなぎ く 』 を こ んなふ う

に擁護した。

最近観た映画 『ひなぎ く 』 は、 ま っ た く たちの悪いふた り の娘たちが、 自 分

たちの心地よい凡庸 さ にひと り よ が り な満足をみいだし、 自 分たちの理解を超
え る ものは何でも嬉々 と して破壊 してい く のを描いています。私が思ったのは、

<YT:'-グヲズム

自 分が観ている のはたいへん幅広い含意のある寓話、 文化破嬢の寓話なのでは
グ ア ン ダル

ないかと い う こ と で した。 今 日 の文化破壊者 と は稚で し ょ う カ~ 怒 り にかられ
て嫌いな地主の館に火を放っ無教育な農夫ではあ り ません。 こ の と こ ろ私の周
り にいる グアンダノレは裕福で、 教育があ り 、 自 分に満足 し、 と く に恨みは抱い
ていない人びと なのです. ヴアンダノレ と は 自 分の凡庸 さ に誇 り を持ち、 心穏や
かで、 いつでも 自 分の民主的権利を主張 し よ う とする者の こ と です。 こ の 誇 り
と 凡庸 さ を も っ て 、 自 分の不可穣の特権のひ と つが、 世界を 自 分の恩いどお り
に つ く り かえ る こ と であ る と 想像 し ま す。 この世界で重要なの は 自 分の ヴィ ジ
ョ ンを超える無数のも ののほ う なので、 ヴア ンダノレは世界を纏すこ と によ っ て
自 分の考えにあわせよ う と します。 若者が公園の彫像の頭を蹴 り 穫 と すのは、
人間に勝るその大き さ に よ っ て 自 分が侮辱 された と 感 じ る か らで、 こ の よ う な
こ と を よ ろ こ んでする のは、 自 己主張の あ ら ゆる行為がひと に満足をあたえる
か ら です. 文化や歴史的連続性を意識する こ と な く 、 ただ現在 と い う 時のみを
生 き てい る人びと は、 自 分たちの国を歴史も記憶 も こ だ ま も 美 も ない荒れ地に

グァyグ，�ム

かえ る こ と ができ ます。 今 日 の文化破壊は警察が起訴でき る よ り 多 く のかたち



10 ヴィエラ ヒチロヴアーの峡簡 『ひなぎくJ (1966)について

を 取 り ます。 一 般の人びと の合法的な代表や有能な役人が、 彫像、 城、 教会あ
る いは樹齢百年の菩提樹が不要な ものであ る と 判断 し 、 除去を命 じ た と し て も 、
同 じ ヴア ンダ リ ズムのべつのかたちにすぎません。 合法的な破簸 と 違法な破嬢
のあいだに も 、 破壊 と 禁止のあいだにも 基本的にちがいはないのです。 最近チ
エ コ の議員が機会でほかの 21 人の議員に代わって、 2 本のま じめで知的なチ
エ コ の映画の上映禁止を要求 しま した. その一本が皮肉な こ と に こ の ヴア ンダ
ルたちの寓話、 『ひな ぎ く 』 で した。 彼は ど ち ら も理解でき ない と 自 慢げにいい
なが ら 、 2 本の映画を手厳 し く 糾E申したのです。 こ の よ う な態度の矛盾は表面
的なもので しかあ り ません. ふたつの作品はそれを判断する者たちの人間的理
解を超え る こ と によ っ て、 その気分を害 したがゆえに、 侮辱と 受け取 られて し
ま っ たのです。 (14)

第 4 回作家同盟大会は、 チ ェ コ スロ グ ァ キ ア の 自 由化 ・ 民主化を推し進める改革
運動を後押 しする画期的な出来事 と な り 、 これが翌 1968 年の 「プラハの春J へ と
直接つながっ て い っ た と 考 え られている。 その席で、 それも基開演説でク ンデラ が
こ の よ う に演説 した こ と に よ っ て 、 作品が帯びる政治的 ・ 歴史的色彩 も よ り いっ そ
う 際立ち、 結果と していわば否応な く 歴史に名を残すこ と と なっていった。 映画に
と っ て これがよかったのか悪かったのかの判断についてはひと まずおいておき 、 作
品にまつわる出来事を も う 少 した どっておき たい. する と 、 つ ぎにみなければな ら
ないのは、 1975 年に監督の ヒ チロ グァーが当時のチ ェ コ ス ロ ヴァ キア大統領グス タ
ー 7 ・ 7サーク (1913-1991) に書き送った公開書簡 と い う こ と にな る だろ う 。

ヒチロヴァーの手紙

『ひなぎ く 』 のあ と 、 ヒ チロ ヴァーは 1969 年に 『私たちは楽園の果実を食ベる』

を撮ってお り 、 映画は 1970 年にチェ コ スロヴァ キアでも公開 されている. しかし、
「正常化J が推進 さ れる なか、 映画監督 と しては活動停止に追い込まれて しま う (国。

ど う にか状況を打開 し よ う と した ヒ チロヴァーだったが、 ど う に も坪があかず、 最
後に大統領に手紙を書き送ったのだった. rあなたに救いを も と め るのは、 私にはほ
かに解決策がみつからないからです。 仕事をみつけ よ う と す る あ ら ゆる努力が無駄
と なったので、 あなたの正義感に最後の望みをかけますJQeh こ の よ う に書き起こ
される ヒ チログァ ーの手紙は翌年英訳がイ ギ リ スの雑誌 『イ ンデ ッ ク ス ・ オン ・ セ
ンサーシ ッ プ』 に掲載さ れ、 それに よ っていわばひ と つの文化的事件と して世界的
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に注 目 される こ と と なっ た。 いまではヒ チ ロ ヴ ァ ー と その映画、 さ ら に は こ の時代
のチェ コ ス ロ ヴァ キアの映画が論 じ られる と き 、 しば しば参照 される も の と な っ て
いる こ と はい う ま でもない。 手紙には監督自身の作品解説がふ く まれてお り 、 『ひな
ぎ く 』 について も その例外ではない。 こ の作品が考察 される さ い、 と き に出発点の
よ う にあっかわれる こ と す ら あ る (たと えば、 の ち ほ ど 取 り 上げる論文においてな
ど) ので、 こ こ で も それをみてお く こ と に したい。

手紙のなかで ヒ チログァ ーはまずみずからの経歴を説明 してお り 、 『ひな ぎ く 』 の

紹介もその文脈でな さ れている。

『ひな ぎ く 』 は道徳庫lで、 悪がかな ら ず し も戦争に よ って惹き 起 こ さ れ る 、 度
を越 した破嬢のなかにあ ら われて く る わけではないこ と 、 その根が 日 常生活の
悪ふざけに隠れているかも しれないこ と をみせています。 私がふた り の若い娘
を ヒ ロイ ンに したのは、 ひ と が 自 己実現 したい と 強 く 願 う のがこ の年代で、 何
かをつ く り 出す必要がある と い う 、 彼 も し く は彼女の思いが、 勝手な こ と をや
っ て い る う ちに 、 正反対のものに容易にかわっ て しま う こ と があるからです。
(口}

一般論 と して も作家 自 身の作品解説を ど こ ま で真に受けていいのか と い う 問題がま
ずあるだろ う し、 しかも それが社会主義の時代の、 冷遇 さ れている作家の言葉 と く
れば、 なおさ ら そ う い う 疑念も湧いて く る。 と はいえ、 こ こではひと まずその言築
を紫朴に受け止めてお く こ と に しておこ う . と いってすぐにこ んな こ と をいい添え
る の も なんだが、 ヒ チロ ヴ ァ ーは ど う も本気でこの作品を 「道徳劇」 と 考 えていた
よ う なふ しが あ る。 と い う の も 、 2000 年にな っ て も同 じ こ と をいっているからだ{曲。

さ て 、 こ の椅願の手紙だが、 社会主義の目寺代に芸術と 芸術家がおかれていた状況
を伝え るたいへん興味深い記録と して も読むこ と ができ る。 こ の文脈では、 そ う b 、

う もの と して ヒ チロ ヴァーの言葉をみてお く のも 悪 く ないかも しれない。 た と えば
1970 年に 『私たちは楽園の果実を食べる』 を撮 り 終えたあ と 、 彼女は自 分の脚本で
は作品をつ く る こ と が許可さ れな く な っ て し ま っ ているが、 そのい く つかはすでに
受け入れられ、 ま た認め られていたのだ と い う .

その題材は さ ま ざ ま で したが、 すべてがわが国の映画産業のニーズに合ってい
ま した。 そ こ にふ く まれているのは、 子供向け映画、 ミ ュージカノレ、 喜劇仕立
てのス リ ラーの脚本、 ラテノレナ ・ 7ギカ劇場用のシナ リ オ、 そ してなに よ り も
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(19 世紀の小説家) ポジェナ ・ ニェ ム ツ ォ ヴァーにかんする映画のための、 政
治的態度が明確に しめ した脚本、 そ して人口問題をあっかい、 国際婦人年[1975
年]のためにつ く るつ も り でいた 『 り んごゲーム』 と い う 映画の脚本です。

こ れ ら の脚本はだいたい同 じ運命をた ど り ま した。 それらは受け入れられ、
その後 さ ま ざま な矛盾す る 口 実で棚上げに されま した。 そ の 口 実か ら あ き ら か
なのは、 最大の 目 的が私に映画を一本も撮らせず、 こ う して私が 「社会主義へ
の積極的な態度を欠いている」 と い う 申 し立てに異論を唱え させない こ と にあ
り ます。 ボジェナ ・ ニェムツォ ヴァーの生涯と作品にかんする映画の脚本は、
まず最初に認め られ、 つづいて取 り 消 されま したが、 その理由 は映画が 「ボジ
ェナ ・ ニ ェ ム ツ ォ ヴァーについての観客の幻想を打ち壊すかも しれない」 と い
う もので した。<t91

ボジェナ ・ ニェ ム ツ ォ グ ァ ー (1820-1862) と は、 19 世紀のチ ェ コ を代表する女性
作家ーーその小説 『おばあ さ ん� (1855) を 知 ら ないひと はいないーーで、 女性解
放運動の先駆者 と も考えられている人物の こ と だ。 その 「幻想」 が ど う 壊れるのか
な ど そ も そ も考え られていないこ と はまずま ちがいのない と こ ろだろ う が、 と もか
く こ う して ヒ チロ ヴァーは仕事の機会を奪われていった. 映画の企画が通 ら ないだ
けでな く 、 外国の映画祭への招待が本人のあずか り 知 ら ぬ と こ ろでーーあ り えない
こ と だが、 と き に ヒ チロ ヴァ ーが映画を撮るのに忙 しいか ら と い う 理由 で一→断わ
られる こ と も あっ た ら しい。

手紙によれば、 ヒ チ ロ ヴァ ーにかんす る 当 局側の 「評定」が文書 と して著わ さ れ
スク�-=/グ

ている と い う 。 1972 年の政治的「適性審査」のさ いの結論をま と めた もの ら しいが、
その年にはス タ ジオがニェムツォ ヴァ ー映画の企画を進め る よ う に促していた ら し
い. と こ ろが、

こ の こ と は評定のなかではま っ た く 言及 さ れていませんで した し、 私が認可し
て も ら う ために提出 した脚本がある こ と に もふれられていませんでした。 そ こ
で 出 さ れた結論は、 私 と ス タ ジオの契約は打ち切 られるべき だ と い う も の で し
た。 以下のよ う にも 容かれています一一私は 5 年間仕事を していない、 私の映
画はも と も と 実験的で、 明確な政治的立場を表明 しておらず、 ベシ ミ ステ ィ ッ
ク な も の で あ る 、 国民芸術家のイ ジー ・ トノレンカ と ヤ ン ・ ヴエ リ フ と つなが り

のある人び と と 交際 して い る 、 私の国際的な映画質はおも に西側の映画祭で受
賞 した も のだ、 私がマンハイ ム映画祭で審査員を務め、 エ リ ート主義的態度を
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取っていた、 私が観客から最小限の反応 し方寸尋ていない、 私の映画は批評家か
ら過大評価されてきた、 私が 「チェ コ スロ ヴァ キア共産党の現在の文化政策を
理解していた」 よ う にはみえなかった。 (2ω

当然なが ら ヒ チ ロ ヴァーはこ う いった批判を受け入れていない。 お も しろい こ と に 、
「評定jでいわれている よ う には 「実験J を静め られた こ と も な い ら しい.

それどこ ろか、 1972 年 10 月 の会議では、 同志大統領、 あなた自 身が芸術家が
実験をする権利を強鯛されま した。 私の映画は非 リ ア リ ズム的なも のではあ り

ア ー' ガ シ z

ません。 リ ア リ ズムです。 そのすべてが政治に関与 してい る も のですので、 立
場があいまい な も のであるはずが あ り ません。 それら の意味と 意図について私
が何度か行なった説明には異議が唱え られて き ま した。 国民芸術家 と の交際は、
解雇す る こ と の理 由 には と て も な り えません. 私の映画は西側で評価さ れただ
けでな く 、 社会主義諸国で も賞を獲得 しま した。 加)

リ ア リ ズムを話題に している のは、 社会主義 リ ア リ ズムを意識 しての こ と だろ う 。
自 分の作品は公式の芸術政策 に も と る も のではない と い う こ と だ。 ヒ チロヴァーの
映画が実際に f リ ア リ ズム」 なのか ど う かはひと まずおいてお く が、 ひ と に何かを
お願いをする のであれば、 公開書簡 と い え ど も 、 ものの道理と して、 相手の条件を
それな り に満た している こ と を しめ さ ないわけにはいかない。 政治的な こ と にかん
してなお さ ら それが当てはま るだろ う。 そ う した こ と を さ し引 く と して も 、 社会主
義にたいする態度は興味深い と こ ろだ固

あ る と きバ ラ ン ドフ映画ス タ ジオの所長 ミ ロス ラ 7 ・ 7 ァ ーベラが、 当 時ど う に
か して映画制作の許可を得ょ う と 試みていた一一つま り は戦っていた一一ヒ チロ ヴ
ァ ーの言動を答めて、 こ う 忠告 した と い う 。fあなたはひ と と の接 し方がわかってい
ない。 映画監督 な ら で き なければな ら ないこ と ですJ。 これにつづけて手紙にはこ う
帯かれている。

私は委員会に、 すべては じつに単純な こ と です と いいま した。 彼 ら が しなけれ
ば な ら ないのは、 私を何かで非難する こ と だけで した。 私が自 己弁護 しよ う と
す る と 、 彼 ら は う ろたえ、 憤慨 し、 こ こ か ら わかったのは、 私にはひと と の接
し方がわかっていない と い う こ と で した. ひと と の接 し方がわかっていない と 、
映画監督にはなれないので し ょ う 。 しか し本当 の問題はほかの と こ ろ にあ り ま
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した。 私は女性映画監督で した。 また母であ り 、 社会主義国の市民でも あ り 、
そ う い う も の と して私の さ ま ざま な権利を意識 し、 そのために戦っ ていたので
す。 正 当 な理由がなければ解雇は受け入れませんa社会主義の理想の精神に反
します。 (2V

ヒ チ ロ ヴァ ーは文化大臣 に も こ う した内容の手紙を 2 通送ってお り 、 大統領への手
紙には、 こ こ でいわれる女性映画監督の立場からの言葉を記した 、 そ の 2 通 目 の結
びの言葉 も 引 用 さ れている。

「私がし、 まだに不当 な差別の犠牲になっている と いわなければな ら ないのを残
念に思います。 も っ と も 、 私への反感がも っ ぱら誤った憶測、 個人的な敵意、
そ して男性優越主義が入 り 混 じっ た も のに も と づいている こ と があき らかなの
で、 これには何ら根拠がないのですが。

「社会主義の理想を誇る固において、 みずからの作品 に よ っ て社会主義の映画
に国際的な関心を向け させ、 母と してふた り の子供をもっ女性映画段督が、 国
際婦人年が祝われている ま さ にそ の と き に、 不 当 に も迫害され、 仕事も 、 仲間
た ち と 会 う 機会 も奪われてい る のです. J 凶

その後、 文化大臣へ手紙を送っ て も何もかわ ら なかっ た こ と 、 国外移住は考えて
いないこ と な どを書いて か ら 、 ヒ チ ロ ヴァ ーは手紙を こ う 締め く く っ ている。

最新の招待、 197 5 年 12月 1 日 から 7 日 ま で ワ シン ト ン ・ ケネディ ・ セ ンタ
ーで開催される女性映画祭への招待には何と 回答すればいいので し ょ う か。

同志大統領、 あなたに救い を も と めるのは、 私の案件 と ほかの同様の案件を
お し らベいただき 、 正当 なあっかいを していただけ る こ と を希望 し、 またそ う
していただけ る もの と 砲倍 してのこ と です。

市民と して、 女性と して、 母 と して、 映画監督 と して私は社会主義社会の理
想のために戦い、 その理想の実現のために全力を尽 く すつ も り でいます。 白}

「正常化Jの時代を迎えて、 さ ま ざまなジャ ンノレの芸術家たちが活動停止を余儀な
く されてお り 、 こ う いった事例その ものは こ の映画監督だけにかぎ られる こ と では
なかった。 しか しなが ら 大統領へ公開書簡を送る と い う のはかな り 大胆な行為だっ
た と いわざる を えず、 少 な く と も映画の世界ではほかには例がなかった よ う だ。 こ
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れが功を奏 したのか ど う かは定かでないが、 その後 ヒ チ ロ ヴァ ーは一一時期的に多
少の前後はあるが、 ほかの映画人たち と 同様に一一映画制作が認め られ、 1976 年に
『 り んごゲーム』を完成 して以後、 コ ンス タ ン ト に作品を発表 してい く こ と と な る.

社会主義時代のチェ コ ス ロ ヴァ キアでの、 『ひな ぎ く 』 と その監督 ヒ チ ロ ヴァーに

まつわる、 政治が らみの出来事を こ こ ま で駆け足なが ら た どっ て き た。 その現実は
最初にみた 「女の子映画J と い う イ メ ージからは想像もでき ないよ う な も のではな
かったか. は じめに断わった と お り 、 こ の よ う な こ と が ら を知 ら なければ、 映画を
正 し く 理解でき な い と い っ た こ と を こ こ で主張したいわけではない。 と はいえ、 そ
れを知っていて悪い と い う こ と も ないだろ う し、 知 っていればこそ、 「女の子映画」
と い う よ う な見方と のギャ ッ プの大き さ もわかろ う と い う ものだ。 『ひな ぎ く 』 は こ
の よ う にま っ た く 異なる捉え方が可能な映画であ り 、 歴史 と 現実に よ っ て こ の こ と
を証明 されてきている。 作品が も ち う る解釈の振 り 幅 と も い う べき ものの大き さ 、
その可能性の拡が り と 多様 さ 、 おそ ら く これがこ の映画の魅力であ り 強みなのでは
ないかと 思 う 。

どう観られて吉たのか

では、 『ひなぎ く 』 はほかに どんな観られ方を してき たのだろ う 方、 さ し あた り こ
こ では、 い ま こ の映画を論 じ る と き に、 しば しば参照さ れ る い く つかの主要な論文
やエ ッセイ を と お して、 それを確認 してい く こ と に したい。

する と 、 最初にみなければな らないのは、 やは り ベー タ ー ・ へイ ム ズの 『チェ コ
ス ロ ヴァ キアのヌ ー ヴェノレ ・ ヴァ ー グ』 と い う こ と になるだろ う 。 このテーマで書
かれた最初のモノ グ ラ フ (初版は 1985 年) で、 2005 年に出た第2版から表紙に『ひ
なぎ く 』 のステ ィ ーノレ写真が使われる よ う になった (図 3 )0 こ んな と こ ろ に も こ の
映画へ向け られる関心の高 さ があ ら われている よ う に思えるが、 それは さ てお き 、
へイ ムズはヌー グェノレ ・ グァ ーグ全体を包括的に論 じてお り 、 そのなかで ヒ チ ロ ヴ
ァ ーをあっか う さ い、 こ の映画について比較的多 く のページを割いている。 そ こ で
はまず映画に物語ら しい物語がな く 、 「おも に食べ物の主題につながる、 一連の場面
な い し 出来事J の記録 と なっている と 述べている。 た しかに食べ物や食べる と い う
行為が く り 返 し描かれている し、 さ らにい う な ら、 多 く の場合それが彼女たち よ り
社会的地位が高い もの一一た と えば、 身分の高い男、 高級ナイ ト ク ラ ブ な どーーに
結びついている。 ヘイ ムズがい う には、
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少女たちは世間から は隔絶された状態のなかで生 き てお り 、 過去も未来 も な
く 、 そ の よ か ら ぬ行為や挑発は、 みた と こ ろ彼女たち と その周 り のすべてのも
のの破嬢へ と つながってい く 。 映画全体を と お して、 飲み食いする こ と への衝
動が、 そ れ と 対応関係にある磁旗につねに結びついている. 映画が ク ライ マ ッ
ク ス に達する のは、 ふた り が味見を し、 食ベ、 そ して 、 スティ レ ッ ト ヒ ーノレで
食べ物を踏みつけ、 シ ャ ンデ リ アにぶら下がる こ と に よ っ て 、 大き な宴会を台
無 しにする と きだ。 出}

男 を現 して金を払わせ、 レス ト ラ ンで食事をするのを 「破嬢」 と 呼ぶのはい さ さ か
苦 しいかも しれないが、 高級ナイ ト ク ラプで酔っ払い、 乱痴気騒ぎを く り ひろげる
のはそ う 呼んでよいものかも しれない。 社会的に優越す る も の と いえば、 引用のな
かの 「大き な宴会J も 、 当時の状況を考えれば、 一般庶民が参加で き る よ う な も の
ではな く 、 党の要職に就いている者たちのそれである こ と は容易に忽像でき る し、
その「破壊」 が描かれている と なれば、 たんなる ばか騒ぎには と どま ら ない意味、
つま り は政治的合意を帯びて しま う のもやむをえないだろ う 。 これに関連 していえ
ば、 当時こ の映画が問題視された背景には経済危機があ り 、 そ の よ う な状況で食べ
物を無駄にする こ と は挑発 と 受け取られた ら しい，2000 年にな っ て ヒ チ ロ ヴァーが
緩 り 返 る には、 「当時、 深刻な経済危機があ り 、 映画のなかで食ベ物を踏みつけ る の
は、 ま った く け しか ら ん こ と だ と 恩われま した。 それで議会で取 り 上げられたので
す」 刷。

さ て、 へイ ムズがみる と こ ろでは、 『ひな ぎ く 』 のマ リ エ 1 、 マ リ エ 2 と 同種のヒ
ロ イ ンの趣向が先行する映画にもみつけられ、 た と えばプレヒ ト / ヴァ イ ノレの 『七
つの大罪.n (1933) のふた り のア ンナ、 ノレイ ・ マノレ 『 ピパ、 マ リ ア.n (1965) のふた
り のマ リ ア がそれにあたる と い う 包九 と こ ろで、 いまふた り をr"'i' リ エJ と 呼んだ
が、 男 た ち を指す と き に偽名を使 う こ と はあ っ て も 、 映画のなかでふた り がこ の名
前で呼ばれる こ と は一度も ない. も と も と これは脚本にあった名前で、 その後 こ の
映画にかんす る コ メ ン卜の多 く でいわば便宜的に も ちい ら れて き た も の ら しい刷。
一応確認 してお く と 、 7 リ エ l がプノレネ ッ ト の ほ う (イ ト カ ・ ツェノレホ ヴァー) で、
マ リ エ 2 が花かんむ り をつけているプロ ン ドの ほ う (イ ヴァナ ・ カ ノレパ ノ グ ァ ー)
と されてお り 、 ふた り と も こ の映画に出演するま で演技の経験がなかった (ツ ェノレ
ホ ヴァ ーは学生で、 カノレパ ノ ヴァ ーは帽子屋の底員だった) 酬。 へイ ム ズはふた り
のマ リ ェの部屋の場面にについて興味深い指摘を している。 映画のなかに何度か出
て く る7 リ エたちの部屋の場面は、 そ こ でふた り が語 り 合い、 その対話のなかにふ
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た り の成功や失敗や将来への思いなどが反映されている がゆえに、 映画に と っ てき
わめて重要な も の と な っ て いる 、 と い う 点に彼はまずは注意を促す. そ してへイ ム
ズがい う には、 そ こ での最初のエ ピソー ドは「 目 的のない退屈 さ J の雰囲気を伝え
てお り 、 それ以後のマ リ エの部屋の場面は、 それぞれ 『死j、 「飲み食いJ、 『蒐集j、

「意味j そ して 「破線j と い う テー7をめ ぐ る も のになっている と い う 佃)。 こ の研
究書ではほかに も さ ま ざな興味深い論点が取 り 上げられているが、 こ こ ではさ しあ
た り 映画のヴィ ジ ュ アノレにかかわる こ と が らの一部をみる に と どめてお こ う 。

へイ ムズは 『ひな ぎ く 』 が震督と脚本を手がける ヒ チ ロ ヴァー、 脚本 と 美術を担
当するエステノレ ・ ク ノレムパホ ヴァ ー (1923-1996) 、 そ して撮影を担当する ( ヒ チ ロ
ヴァ ーの夫でも あっ た) ヤ ロ ス ラ フ ・ ク チェラ (1929-1991) と い う 3 人の 「相互
作用J から生まれた作品であ る と みな している則。 た と えばプーノレサイ ドの場面は
ク チェ ラ の人 目 を 引 く 効果のための場所で も あ る と いい、 こ う つづけている。 「ある
シーンではオ レンジやプノレーのフ ラ ッ シ ュ を も ちいて知覚の相対性が強調されてお
り 、 べつのシーンでは、 ウォーホノレの版画を思い起 こ さ せ る 、 紫 と 黄色の二色法カ
ラ ーで少女たちを提示 しているJ (32)0 悶舎で7 リ エ 1 が屑鉄の山の一部を帽子のよ
う にかぶ り 、 マ リ エ 2 が ス トーノレの よ う に身に着ける場面があ る が 、 ヘイ ムズは両
者が衣装デザイ ナーと してのタノレムパホ ヴァ ーの創意を しめす ものだと語っている
(叫a こ う し た グ ィ ジ ュ ア に関連する こ と と して、 彼は 『ひなぎ く 』 が 1960 年代後
半のチェ コ ス ロ ヴァ キア の絵画や彫刻における 実験を好む風潮を利用 している と 指
摘 している。 r�ひな ぎ く 』 における コ ラ ー ジュ/モ ンタージュ の強調に、 ヴィ ジュ
アノレ ・ アー ト の さ ま ざま な発展が反映されている こ と はまちがし、な く 、 また、 最終
的な効果が編集の段階での厳密な関整から も た ら されている と して も 、 “ハプニング"
の影響も容易に認め られるj 刷 L この文脈で ヒ チログァーの伝記に出ている 、 1967
年のア メ リ カ滞在の さ いのエピソー ドをひと つを紹介 しておこ う 。『ひな ぎ く 』 がニ
ュ ー ヨ ーク で上映 さ れた と き 、 ア ンディ ・ ウォーホノレが ヒ チロ ヴァーを 自 分の 「 フ
ァ ク ト リ ーJ に招待した。 当時のア メ リ カ人からする と これは相当名誉な こ と だっ
た ら しい. 会話のなかで ヒ チログァーが 『ひなぎ く 』 をプロ 7 ェ ッ シ ョ ナノレな環境
で扱った と いっ た と き 、 当 時映画制作も手がけていたウォーホノレ と その取 り 巻き は
お ど ろ き を隠せなかった。 こ の よ う な映画が撮れる のは実験 と してのみであって、
すべてが あ ら か じめ決め られている よ う な状況ではつ く れないと ウォーホルは思っ
ていたのだ と い う 出 L

へイ ムズは 2009 年に刊行 した著書 『チェコ と ス ロ ヴァ キアの映画一一テーマと
伝統』 で も ヒ チロ グァーに相応のスペース を割いているが、 その記述はある意味で
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当然なが ら 『チェ コ ス ロ ヴァ キアのヌーヴェノレ ・ ヴァ ー グ』 に も と づいている よ う
だ(叫。 彼は 2004 年にチェ コ 、 ス ロ グァ キア、 ハンガ リ ー、 そ してポー ラ ン ドの映
画文化にかんする入門書 と も い う べき 『中央 ヨ ー ロ ッパの映画』 を編集 してお り 、

ナシ冒すル

「国民の文化と歴史へのつなが り 、 特有の芸術的傾向へのつなが り 」 酬 と し 、 う 見地
からセ レク ト した映画 24 本のなかに『ひなぎ く 』 をふ く めている。 ズデナ ・ シュ
カ ポ グァーが手が け るその作品紹介は、 入門書にふ さ わ しい、 わ か り やすいもので
はあるが、 興味深いのは、 彼女が一一ヒ チ ロ ヴァーの 「道徳劇J と い う 見方を強く
信 じて い る か ら なのだろ う かー一、 『ひなぎ く 』 の内容を も っ ぱ ら 「世界に共通する
病いj にかんする瞥告、 fモラノレを心理で置き換えていた、 当時の ト レン ドjへの反
対 と 考えている点だ。 シュカ ポヴァーがし 、 う には、 ヒ チ ロ ヴァ ーは

個人が高い道徳的基準の規則に従 う こ と を要求 している。 その規則を疑 う こ と
はでき な い し、 も し従わなければ、 罰を受ける こ と も避け られないだろ う 。 罰
は、 心理に も と づ く 軽減事由では逃れる こ と ができ ない。 この態度が 『ひなぎ
く 』 全体にはっ き り あ らわれている し、 登場人物たちのあっかいにも影響を及
ぼ している。 醐

このすべてを否定する こ と はでき ないだろ う し、 捉え方の良 し思 し を問題にするつ
も り も ないが、 こ う した見方がいわば通奏低音の よ う になっているため、 解説 と し
ては少々 偏 り がある よ う にみえて しま う の も ま た事実だろ う 。 モ ラ ル と い う 主題に
ついて こ こ では最後にシュ ク ヴォ レツキーの言葉を引 いてお き たい と 思 う 。

ヴ ィ エ ラ の言葉によれば、 『ひなぎく 』 は 「主人公のふた り に向 け られた楓刺
と 噸笑のニ ュ ア ンス をふ く んだ奇妙な コ メ ディ 」 だ と 考え られていた。 た しか
に奇妙な コ メ ディ で は あ る が 、 官風刺のベンが本当 にふた り のいたず ら な メ イ
ン ・ キャ ラ ク タ ーに狙いを定めていたか ど う かはわから ない。 そ の う え映画が
本 当 に 「ニヒリ ズム と 無意味な挑発の破壊的なカにかんする寓話」 であるのか
ど う かもわから ないが、 すばら し く 、 豊かな、 そ して大胆に、 意地悪につ く ら
れた映画であ る こ と はま ち がし、なし、。 帥)

シュカポヴァ ーはまたほかのふた り の研究者 と と も に ヌ ー グエ/レ ・ ヴァ ーグにか
んする 『 日 常性のダイ ヤモン ドーーチェ コ と ス ロ グアキアの 60 年代の映画』を 2002
年に著わ している。 映画の形式や技法、 テー7や主主場人物の類型学と いっ た観点か
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ら ヌ ー グェノレ ・ ヴァ ー グの詩学を検討してい く かな り 硬派な研究書で、 ト ヒ・ ッ ク に
よ っ ては『ひなぎ く 』 が参照 される こ と もあるが、 作品論が展 開 さ れているわけで
はない。 例外的にある程度のスペースが割方通れているのは、 ヌー ヴエノレ ・ グァ ー グ
の映闘で しば しば起用 さ れた紫人俳優の演技をあっか う 、 ス タ ニ ス ラ ヴァ ・ プゾヤ
ー ドナーに よ る 章で、『ひなぎ く 』では素人俳優の演技があから さ ま に受け入れられ、
主題化さ れている と 論 じ られている。 プシヤー ドナーのみる と こ ろでは、 ヒ ロ イ ン
たちは監督の指示 どお り に動かされる人形のよ う な動き を してお り 、 こ の点にr-v
ネ キ ン人形性 と い う ヒ チ ロ ヴァ ー的テーマ」 が あ ら われている と い う 刷L

「チェ コ ス ロ グァ キアのヌー グェノレ ・ ヴァ ー グの全映画のなかで、 ヴ ィ エ ラ ・ ヒ チ
ロ ヴァ ー の 『ひな ぎ く .! (1966) は構造が も っ と も ラ ディ カノレで、 多 く の点で主題
が も っ と も ひ と に不安をあた え る も の と なっているJ (41) と は じ ま るハーパー ト ・ イ
ー グノレの 「 ヒ チロ ヴァーの 『ひな ぎ く 』 における ダダと 情造主義J は、 こ の作品が
政治的束縛から解放 さ れた ピロ ー ド革命後の 1991 年に密かれた論文で、 ある程度
ま と ま っ た『ひなぎ く 』 愉 と しては、 へイ ムズの仕事をのぞけば、 かな り 先駆的な
も の と いえる. イ ー グノレのアプローチをひ と こ と で説明する な ら 、 フオノレ7 リ ズム
的観点からの考察 と い う ふ う になるだろ う し、 実際に論述のほぼは じめの段階でy
ク ロ フ ス キイ の 「異化J と しづ概念が持ちだされて もいる (ついでなが ら 、 タ イ ト
ノレの rStructuralismJ を文字どお り に 「構造主義J と 訳 したが、 内容か らす る と 映
画の 「構成 (法)J と いっ た表現のほ う がふ さ わ しいかも しれない)。 そ の よ う な見
地から き ち ん と した映像分析がな されてお り 、 時間をかけて読み込むに値する論考
であ る と 思われる が 、 これについて も こ こ ではい く つかの論点を取 り 上げる に と ど

める。
こ の論文のユニ ー ク な点はフオノレマ リ ズム的アプローチに、 タ イ トノレにある よ う

に 「ダダJ と b 、 う 視座を持ち込んでいる と こ ろにあ り 、 これについてイ ー グルはつ
ぎの よ う に述べている。

映画の美術デザイ ナーに して監督のエステノレ ・ ク ノレムパホ ヴァー と の コ ラ ボ
レーションで制作された 『ひなぎ く 』 は、 イ メ ージのあ り 方、 構成の戦略、 そ
してあから さ ま に反抗的な態度 と い う 点でダダイ ス ム を想起させる。 映画は し
ば しばその ワ イ ノレ ドな光景、 技術や官僚機構のパロテeイ 的映像、 ア ニ メ ーシ ョ
ン に よ っ て抽象化 された 自 然のイ メ ージ、 同 じ画面のなかの言葉 と イ メ ージの
組み合わせを と お して直接ダダを引用 している。 コ ラ ージューー共通点のない
文化的 ・ 芸術的領械の賭記号の、 ダダのラディ カノレな衝突の主要な源泉一一の
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基本思想が 『ひな ぎ く 』 においてはふたつの点で実現 さ れている。 すなわち各
ショ ッ ト の画面において、 な ら びにシ ョ ッ ト 問のモンヂージュ と してである。
映画の約束ごと の頻繁な違反、 映画の時空間のシンタ ク ス にかんする予測でき
な さ と 論理上の あ り え な さ 、 そ して組み込まれる諸記号その ものの異質で矛盾

ストラタチャー

を は らんだ性質が、 それでも た えず 構 成 を意識にのぼさせている。 論理と
没論理、 論拠と 無意味のあいだに絶え間な く つづく 緊張関係一一19 世紀の合理
主義にたいする ダダの攻撃の特徴をなすものーーがある。 (42)

ダダの考え方を援用 す る イ ー グノレの基本的な視座は こ の よ う な も のであ り 、 論文に
おいてはこ こ にあげ られている論点のひ と つひと つがその後 く わ し く 検討されてい
く 。

イ ー グノレが注目 している「コ ラージュ」 と は、 と き お り 映像の流れを断ち切る よ
う に して不意に挿入される、 一連の静止画像を急速に切 り 替え て い く シーク エンス
の こ と で、 映画を観てい る と いやがお う で も 目 につ く 、 と い う よ り 意織を集 中 さ せ
て観ざ る をえないため、 たいへん印象に残 る も の と な っ ている。 イ ーグノレはこれが
『ひなぎ く 』 の 「主要な構成方法」 である と指摘 している。

ゐァープラ
語内容が抽象的な コ ラージュ 木の菜、 花、 蝶の羽、 雑誌の切 り 抜き な ど

のーーに よ っ て中断させられる。 映像が視覚的に歪め られ、 分解され、 再配列
される。 コ ラ ージュが 『ひな ぎ く 』 にあっ ては主要な構成方法 と なっ ている。
私たちには、 それぞれに異なる体系の、 質的に多様な物質的諸記号が提示 さ れ
る。 映画は、 連辞的連関を構築 し、 意味をあた え よ う と する私たちの試みを限
むが、 同時に性格にそれを行なわせよ う と もする。 (43)

前述の よ う に、 ロ シア ・ フオノレマ リ ズムの「異化J への言及 も あ る が、 イ ー グノレ

が考える と こ ろでは、 「ダダの よ う に」 こ の映画も こ の概念を思い出 させるのだ と い

ヲ。

，トヲタ<，-

ダダは違反 を と お して 構 成 やコードを前景化させる こ と に よ って、 その構
成やコ ー ドをはっ き り と 意識させる。 こ の よ う な芸術は、 認め られた規範一一

" ストヲタシ"

テ ク ス ト と しての 構 成 をないもの と し、 う わベの透明性と理解 しやすさ
によ って、 自 然なものである と 主張する、 認められた規範一ーに も と づ く 作品
よ り も、 本質的に批判を志向す る も の と なっている。
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こ う して 『ひな ぎ く 』 においては、 ダダの芸術において と 閉 じ よ う に無秩序の
原則が構成の原則に よ っ て均衡を保っ ている。 {叫

タ イ トノレにいき な り 「ダダJ が登場する と 、 やは り 唐突な印象を持つか、 あ る いは
あ る種紋切 り 型の斬 り 口 を思い浮かべて しま う が 、 イ ー グノレはし 、わばその芸術手法

円スト

の生産的側面に光をあてなが ら、 こ のあっかいに く い映 画 を解き ほ ぐ して い く .

かな らず し もへイ ム ズの著作の よ う にヌ ー ヴェノレ ・ ヴァ ーグに特化 しているわけ

ではな い も のの、 それで も その時期の作品 を中心にチェ コ ス ロ ヴア キアの映画をあ
つかっている研究書に、 2011 年に刊行 されたジョナサン ・ L . オー ウ ェ ンの 『ア ヴ
ア ンギヤノレ ドから ヌ ー ヴエノレ ・ ヴァ ー グへ一一チェ コ ス ロ グ ァ キ アの映画、 シュノレ
レア リ スム 、 そ して 60 年代』 がある。 f台無 しになった美学一一 グィ エラ ・ ヒ チロ
グ ァ ーの 『ひな ぎ く J (1966) における リ ア リ ズム と ア ンチ ヒ ュー7ニズム」 と
題 さ れたその第 4 輩は、 こ の映画にかんする、 いま現在も っ と も新 しい論考だ。 包
括的に論 じてはいる が 、 こ の章を構成する 4つのセ ク シ ョ ンに付け られた見出 しー

-rY合前哨虻範雄助J 、 「生き ている楓刺 と 現存 している社会主義J 、
�t7�四マンス

『台無 しになっ た 行 な い一一脱自 然化 と 変形j 、 「審美的 自 己J ーーから映画の ど
う いっ た点に関心が向け られているかがわかるだろ う 。

こ の本に も お も しろい指摘がいろいろ と あるが、 た と えば、 型にはま ら ない映画
の特質、 と り わけ ヒ ロ イ ンたちの行動の奔放さ 、 と らわれのな さ を こ の よ う に ま と
めている。

映画はたぶん何に も ま して さ ま ざま な種類の決ま り 一一振舞いを決定する多
様な形態の、 交差 し合 う コ ー ド (食事の コ ー ド、 求愛の コ ー ド、 性差にかかわ
る社会的なアイ デンテ ィ テ ィ を規定する コ ー ド) か ら 、 映画的実践や物語構成
を特徴づけ る審美的 コー ドまでーーの検肘 と みなすこ と がで き る。 芸術作品が
コ ー ドの配置 と 配列を行なっているとすれば、 『ひな ぎ く 』は配置やðèJiIJを乱す
こ と に、 不釣 り 合いな組み合わせ と 誤用 ・ 悪用 をする こ と に喜びをみいだして
いる。 すなわち、 エンディ ングの字幕の言葉を借 り て、 料理のメ タ フ ァ ー と し
ての用法を拡張する な ら 、 『ひなぎ く 』 は 「踏みつけ られたサラ ダ」 と なってい
る のだ.刷

おそ ら く こ こ でいわれて い る コ ー ドの違反や侵犯は映画の形式的な側面についても
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あてはま る こ と だろ う 。 物椅を破綻させる よ う に、 意味を構成 させないよ う に仕向
ける映画の表面を構成する の も こ う した志向であ り 手法である と いっ て よ いだろ う 。

こ の 流 れ で も う ひ と つ み て お く と 、 オ ー ウ ェ ン は こ の 映 画 が 自 己 を
�>セティサイズ

「美的に表現し」 、 ア イ デ ンテ ィ テ ィ な る ものが、 それを形成 し 、 影響をあたえ、 強
化する官官の総体である こ と をあ らわに している と 述べてから 、 「主人公たちは
フ ィ ク シ ョ ンの人物と し て も ス ク リ ーン上の存在 と しても 『深み』 を欠いている」
と指摘する。 ヒ ロ イ ンたちは 自然な、 も っ と も ら しい演技をしていない。 それどこ
ろか、 ま っ た く 逆の方向にむかっている。

ヴィ ジュ アノレの レベノレでいえば、 撮影されたイ メ ージの可塑性と 操作性にたい
する ヒ チ ロ グァーのこだわ り が、 深みのな さ と い う 類似 し た感覚を、 ス ク リ ー
ン を う わ ベ に す ぎ な い の も の と み な す こ と に よ っ て 定 着 さ せ て い る 。
アyチ ヒ...-...;<.ズム

反 人間 ら し さ の美学において 『ひな ぎく 』 は 1960 年代のすべてのチェ コ映
画のなかでも っ と も ラディ カノレな挑戦を行ない、 独創的な留学 を も っ た映画の
ひ と つなのだ。 (46)

ヘイ ムズと と り わけオー ウ ェ ンの研究にはこ の映画のみるべき と こ ろ 、 注 目 に値
する点、 検討すべき個所などがほかにもいろいろ と あげられてい る が 、 このあた り
で 『ひなぎ く 』 の も っ と も重要な論点のひと つ、 フ ェ ミ ニズム映画批評の立場から
こ の作品が どのよ う に捉え られてき たのかをみていく こ と に したい。

フェミニストの視点

これまで本給であつかっ て き て こ と か ら も容易に想像でき る よ う に、 『ひなぎく 』

は フ ェ ミ ニズムの立場から も検討されて き てお り (た と えばへイ ムズやオー ウ ェ ン
の著作にも フ ェ ミ ニズムの総点にふれている個所が当然なが ら あ る ) 、 そのテー7に
特化 した論考 も い く つか発表 されている。 た と えばプ リ ス ・ ク ア ・ リ ムが 2001 年
に発表 した 「断片のなかの人形たち一一 フ ェ ミ ニズム的ア レゴ リ ー と しての『ひな

ぎ く JJ では、 こ の映画が 「 ヒ ロ イ ンたちの行き過ぎた行為の批判j と 「家父長制の
秩序の も と で立場を逆転さ せ られる ヒ ロ イ ンたちの能力にたいする 、 潜在的な フ ェ
ミ エズム的歓びJ と い う ふたつの視点か ら読み う る こ と が指摘 される。 そ して、 『ひ
な ぎ く 』 は表面的には ヒ ロ イ ンたちを糾弾 しているかにみえ る が 、 そ こ では同時に

「人形のメ タ フ ァ ー」 が、 よ く ある よ う に男性のいいな り になる女性を あ ら わすの
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ではな く 、 「女性の頑 強な抵抗を称揚する ものJ と しても ちいられてい る こ と があ き
らかにされていく (刊。 官頭の (ク レジッ ト ・ シーク エ ンス のあ と の) プーノレサイ ド
の場面でふた り の7 リ エは、 世界のあ ら ゆ る こ と がダメ になってい く の な ら 、 私た
ちがダメになって もいい じゃない、 と いっ た内容のや り と り をする。 ある意味で映
画のテー7を提示している と もいえる この対話は、 マ リ エ 2 の 「私は人形 (Jájsem
panna) J と い う 言葉 と と もに は じ ま り 、 その と き ふた り は と もに手足を伸ば して、
人形の よ う に振る舞っている (動きに合わせて、 木製の人形の関節が恥む と き の よ
う なキー と い う 効果音も入っている)。 リ ムはこ こに、 前述のプシヤー ドナーの指摘
につなが る よ う な、 映画の も う ひと つの主題をみいだしている。 そ して、 こ う した
人形のイ メ ージが映画に浸透 している と 述べてか ら 、 こ う 主張 している一一 「ふた
り の主人公が人形に似ている と い う 点が、 ほかの部分で展開 される、 外観の空虚さ
にかんする寓意的批判に と って き わめて重要な も の と なっているJ (叫.

と ころで、 いまマ リ エ 2 のセ リ フ fJájsem pannaJ を『私は人形J と 訳 したが、
これにはま たべつの意味があ る。 英語の fj amJ に相当する fJá jsemJ はお く と

して、 問題は fpannaJ だ。 まず実際に交わされる対話を前後をふく めて確認 して
おこ う .

マ リ エ 1 fなにやっ て る の。J
7 リ エ 2 fpanna (のふ り ) よ。 ど う panna みたいで し ょ う 。 私は pannaJ
マ リ エ 1 fへーJ
マ リ エ 2 fわかる で し ょ っJ

う えでは fpannaJ を 「人形」 と したわけだが、 これには英語の fvirginJ にあた
る意味もある。 す る と 「私は処女J と釈すこ と ができ る が、 ふた り のや り と り 、 そ
の と き の し ぐ さ 、 その雰囲気か ら して、 これが どんな こ と をほのめか しているのか
をいちいち言葉にする必要はないだろ う (fpanna のふ り 主]}o f pannaJ にはさ ら
に、 英語の fvirginJ と 同様に、 も う ひ と つの処女の意味もある。 ふた り の名 前 (M町ie)
と 並べ て 考 え れ ば も はや説明する ま で も ないだろ う が、 「聖母7 リ アJ (Panna 
Maria) だ。 こ の方向で解釈する と 、 ひなぎ く の花かんむ り のモチーフは、 聖母マ
リ アに結びっ く 「パラ の花かんむ り J (聖母マ リ アに祈 り を捧げる と き にも ちいる 「 ロ
ザ リ オjは 「パラ の花かんむ り 」 と い う 意味だと も いわれる) を参照 した ものであ
る と 考える こ と がで き る o "" リ エ 1 が 「なにやっ てる のつ」 と 悶b 、かけたのが、 マ
リ エ 2 が花かんむ り を頭に載せた と きだったと い う こ と も こ こ で指摘 しておいてよ
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いだろ う (制。 こ の あた り でも う 一度 rpannaJ を 「人形」 と捉える文脈に も どる こ
と に し よ う 。

『ひなぎ く 』 の 「人形J のテー7を論 じ る リ ムは、 フ ァ ツ ン ヨ ンに も 注 目 し、 ふた
り のマ リ エが7ネキン人形やフ ァ ッシ ョ ン ・ モデノレを思い出 さ せる と い う 。 映画に
は こ れに結びつ く 、 更衣室の場面や7 7 ッション ・ ショーのパ ロ ディ の よ う な場面
も 出 て き て お り 、 リ ムはそ こ に も 「人形のメ タ フ ァ ーJ をみている(回。 ふた り のマ
リ エが く ず鉄を帽子やス ト ーノレのよ う に身に着け る と こ ろに、 衣装デザイ ナーと し
て の ク ノレムパホ ヴァ ーの創意があわれている、 と い う へイ ムズの考え を さ き ほ どみ
たが、 さ ま ざま な色のA ラ イ ンの ワ ン ピース を基調 と する彼女た ち の フ ァ ッション
も、 た と えば 『ひなぎ く 』 と 同 じ年に制作された ミ ケラ ンジエ ロ ・ ア ン ト ニオーニ

(1912-2007) の 『欲望』 におけ る フ ァ ッションと 同様に、 それだけで十分楽 しめ
る も の と な っ て い る のではなし 、か と 思 う 。 マネキン人形ない し 7 7 ツ γョン ・ モデ
ノレと してのふた り の7 リ エ、 こ の よ う な見方が成 り 立ちか ら こ そ 、 『ひな ぎ く 』 は 「女
の子映画」 に も な る こ と がで き る のだろ う 。

ベ ト ラ ・ ハナー コ ヴァーは 2005 年発表の給文 「別世界からの戸たち一一 『ひな
ぎ く 』 と 『慈魔氏の殺害』 における女性の空間 と 男性の侵入」 において、 表題にあ
がっているふたつの映画 (後者は 1970年制作の ク ノレムパ ホ グァ ー唯一の監督作品)
について、 ヱ レーヌ ・ シク スー と リ ュ ス ・ イ リ ガライ が提示した概念的枠組みを利
用 しな が ら 、 「女性の語 り の変化 と 、 女性 ら し さ の破綾的なふるま いにおけ る言語ゲ
ームの役割に焦点を合わせた、 も う ひ と つの統み方J (51)を提出 し よ う と している。
ノ、ナーコ グ ァ ーの考えでは、 チェ コ 映画史において 「メ ド ゥーサ的で、 無秩序で、
自 由奔放で破壊的な形式でのJ r フ ェ ミ ニズム美学の実現」 の例 と みな し う る作品は
この 2 本だけだ と い う (回。 こ こ でいわれる f メ ド ゥ ーサ的映画J と は、 B ・ ノレピー ・

リ ッチが f フ ェ ミ エズム映画批評の名においてJ (1985) でンク スーを援用 しなが
ら提出 した概念の こ と で、 そ こ では 『最後の笑b 、j が女性にあ り 、 fユーモアj が 『家

ド，マテ ィ ッ タ ストラタチセー

父長市l的秩序を く じ く もの」 と して、 ま た 「 劇 の 構 成 を破壊 し、 っ く り
なおすもの」 と して機能する。 リ ッチのみる と こ ろでは、 「 グィ エラ ・ ヒ チロ ヴァー
の 『ひなぎ く 』 は、 破壊的ユーモアが当時はおおむねス ラ ッ プス テ ィ ッ ク と して受
け取 られていた と はいえ、 無秩序な官Bア韮イ

と い う 方向にむか う 、 女性によ る最
初の映画のひと つであるJ (，回)。 ハナーコ ヴァーはまた、 前述の rpannaJ の よ う な、
性的なほのめかしのある言葉に も注目 している. た と えばマ リ エ 2 が蝶の コ レク シ

ヨ ンを している男の部屋を紡れる場面を取り 上げ、 チ ェ コ 語の 「蝶の コ レ ク ション
を見に来る よ う に誰かを招待する」 と い う 表現に、 「性的なア ヴア ンチューノレに誘 う J



ヴィヱラ・ヒチロ ヴァーの映画 『ひなぎく J (J 966) について 25 

と い う 意味がある こ と を指摘 し、 こ の場面ではそれが映像化されている と 述べてい
る(54)0

この系列の論考には、 ほかに7 ウ ゴジャ タ ・ ラ ト キ ヱ グ ィ チが 、 ヒ チ ロ ヴァーの
ヒ ロ イ ンたちは家父長制 と ジェ ンダーの ス テ レオ タ イ プを転倒 さ せ よ う と している

ア ン ダ " ー ヤyグ ガールズ

と い う 観点から論 じた、 「 怒 れ る 娘 た ち 一一ヴ ィ エ ラ ・ ヒ チ ロ ヴァーの 『ひな
ぎ く 』 と 『畏、 賀、 民jJ におけ る ジェ ンダー表象」 もある。 ラ ト キ エ ヴィ チに よ れ
ば、 表題にあがっている 2 本の映画 (後者は 1998 年制作) を と お して、 ヒ チロ ヴ
ァ ーは 「女性キ ャ ラ ク タ ーたちのジェ ンダー ・ アイ デンテ ィ テ ィ と彼女たちが属す
る社会の抑圧的な家父長制的構造の複雑な関係J を検討してい る と い う 。 「彼女が因
襲的な男性支配の文化を批判 しは じ めた と き 、 中 ・ 東欧の映画には フ ェ ミ ニズム的
な企画があま り 多く なかったが、 ヒ チロ ヴァ ーの見解はフ ェ ミ ニズム的志向にかな
り 近い も の と みなすこ と がで き る J (55L こ の関連でいい添えておき た いのが、 r60
年代から 70 年代半ばにかけての、 女性映画監督が本当にまれだった時代に、 東 ヨ
ーロ ッ パは一一一ほ と ん ど誰 も フ ェ ミ ニズムの砦な ど と い う 考えはもっていなかった
が一一、 ひ と り では な く 3 人も の重要な女性の長編映画制作者を生み出そ う と して
いたJ (1耐 と 書 き 起 こ さ れる 、 パーパラ ・ ク オー ト の雑誌記事 r 3 人の中央 ヨ ー ロ ッ
パ女性映画監督再紡」 だ。 1993 年発表の この記事で、 ク オー ト はハ ン ガ リ ーの7ー
ノレタ ・ メ ーサー ロ シ ュ (1931・ ) 、 な らぴポー ラ ン ドのアグニェシュカ ・ ホ ラ ン ト

(1948- ) と と もに ヒ チロ ヴァ ーを取 り 上げてい く .
これまでみてき た論考ほ ど フ ェ ミ ニズム批評の色彩は強 く あ ら われていないが、

この文脈でアンカ ・ パヴ レス ク が 2006 年に発表した輪文 rwじゃあ私た ち も ダメ に
なる』 一一生意気さ 、 笑い、 映画」 を取 り 上げておき た い。 パノレ ヴ レ ス ク は『ひな
ぎ く 』 を 「笑いについての、 笑い と 行儀作法の関係についての、 そ して映画なる も
の と その両者の関係についての映画J と と ら え、 そ こ で 『不適切で不作法な女性の
笑いJ 加)が果た している役割を検討 して い る. そ して、 「女性の笑いJ と い う テ-
7 を あっか う さ いは、 イ ギ リ ス のサ リ ー ・ ポッ タ ー (1949- ) の 『ス リ ラー� (1979) 、
な らびにオラ ンダのマノレ レーン ・ ゴ リ ス (1948- ) の 『 ク リ ステ ィ ン ・ Mの沈黙』

(1982) と 比較 しな が ら 『ひな ぎ く 』 を論 じている。
最後に ヒ チロ ヴァーの “映画仲間" でもあったーーた と えば 『ひなぎ く 』 と と も

に議会でや り 玉にあげられたニ ェ メ ツの 『パーテ ィ と 客た ち について』 に も出 演 し
ている一一シ ュ ク ヴォ レツキーの言葉をみておこ う 。

『何かほかのこ と について.! [1963] で ヴィ エ ラ の も っ と も顕著な芸術的特質



26 ヴィエラ ー ヒチロヴアーの映画 『ひなぎくJ (J 966) について

がはっ き り と した. 彼女の戦闘的 と いっていいフ ェ ミ ニズムだ固 と きお り 私は
ヴ ィ エ ラ がまず女性で、 そ の あ と になって よ う や く 人間だ と 感 じる こ と がある.
『ひな ぎ く � (1966) であき らかlこなった特徴だ。 {回

1971 年に、 と い う こ と は ヒ チ ロ ヴァ ーがは映画制作ができ な く なってお り 、 自身は
すでにカナダへ亡命 していた こ ろ に、 シュ ク ヴォ レツキーが 60 年代半ばを撮 り 返
っ て述べた言葉だ。 当時から周 り の人びと に も こ う した こ と を意識させる作家であ
り 作品であった と い う こ と なのだろ う 。 シュ ク ヴォ レツキーは ヒ チ ロ グ ァ ーについ
て さ ら に 「 フ ェ ミ ニ ス ト の ヴ ィ エ ラ にはいく ぶん婦人参政植論者の挑発的攻繋性が
あ る J (副 と い う ふ う にもいる。 こ う した傾向を映画のなかに さ が し も と める こ と も
おそ ら く 十分にでき る だろ う が、 それはまたべつの機会にゆずる こ と に し よ う 。

ガーリーカルチャー?

1967 年のチェ コ ス ロ ヴァ キアでの 『ひな ぎ く 』 にまつわる政治的出来事に 目 を向
け る こ と か ら は じ めて、 これまでこ の映画に どの よ う なま な ざ しが注がれてき た の
かをみてきた。 取捨選択を と もな う 作業でもある ため、 当然なが ら 取 り 上げられな
かった論点 も あ る し、 同 じ こ と だが、 こ の文章を書いている者の好みや何か し ら の
意向の よ う な も の も そ こ には反映されていた こ と だろ う と 恩 九 しかしなが ら確実
にいえるのは、 日 本でそ う されている よ う なかたちで 「女の子映画」 と しづ捉え方
を している も のはなかっ た と い う こ と だ ( これについては倫述のために意図的な操
作を した と い う こ と も誓ってない。 も しそ う い う ト ピ ッ ク が どこかにあるのに こ こ
に出ていなかっ た と し た ら 、 それは完全な見落 と しか、 鯛査が行き届かなかったか
の どち らかで しかない)。 と はいえ、 フ ェ ミ ニズム批評の論点をみればあき らかなよ
う に あ るいはそれ以前に、維がこ の映画を観て も わかる よ う に一一、『ひな ぎ く 』

が女性 (について/のため) の映画、 い く つ もの意味で女性を意識させる映画であ
る こ と はま ちがいな く 、 こ の こ と が f女の子映画j のイ メ ージ と ま っ た く 無関係で
ある と はいいきれないだろ う 。 む しろ、 そ こ につなが り をみるの が 自 然かも しれな
いが、 そ う はい っ て も 、 それはやは り 日 本での 「女の子映画J と い う 捉 え方、 つま
り は 「ガー リ ーJ な も の一ーさ き ほ どみた よ う に、 小泉今 日 子はそ う ではなし 、 と い
っているがーーと しての受容の仕方 と は異質なのではないか と 思 う ( も っ と も、 こ
のあた り はかな り 主観的な判断に よ る と こ ろが大きいだろ う し、 も と よ り 、 こ の よ
う な見方の正当性を主張する つも り も さ ら さ らないが)。 しかしは じめに断わったよ
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う に、 そ う だから と いっ て 、 そのよ う な “ 日 本的" な捉え方、 受容の仕方がまちが
っている、 あ るいは悪い と いった こ と をいいたいわけではないはま っ た く ない。 む
しろ、 こ こ ではそれを好ま し い も の と して肯定的に考えてみたいのだ。
「 ど う せかわいい ものが好きで、オシヤ レ系で、女の子に人気があって、『ひなぎ く 』

と かが好き な感 じで し ょ 、 っ て恩われて る ん じゃなし 、 か し ら ん 姥川実花が 自 分のイ
メ ージについて こ う 諮っ て い る のは さ き ほ どみた と お り だ。 「かわいいものが好きで、
オシャ レ系」 な 「女の子」 の感覚を しめすもの と して 『ひなぎ く 』 言及 しただけと
い う ふ う に理解する こ と もでき る。 しかし、 この文脈でも う ひと つ注 目 しなければ
な ら ないのは、 賂川が AKB48 の 「ヘビーローテーシ ョ ンJ ( リ リ ース は 2010 年)

の ミ ュ ー ジ ッ ク ・ ヴィ デオを監督 している い う 事実だ。 『ひなぎ く 』 を知っている者
が こ の ミ ュージッ ク ・ ヴィ デオを観れば、 そ こ で映画のモチーフが数多 く も ち い ら
れている こ と に気づかざるをえない。 見方によ っ ては、 『ひなぎ く 』 を下敷き と して
つ く られた ミ ュージ ッ ク ・ グィデオ と い え な く も な く 、 そ う い う 観点から、 姥川の
言葉を統むな ら、 歌督自 身がその手法をあき らかに している と と ら える こ と もでき
る のだ. いずれに して も 、 『ひな ぎ く 』 にはこのよ う な参照のさ れ方があ る と い う 事
実には注意を払ってお く こ と に し よ う 。 と 、 こ んなふ う に AKB48 に ま で言及 して
いる者が、 こ う い う ふ う にいって し ま う の も ど う かと 思 う が、 じつはそち ら方面に
は明 る く な い し 、 興味も な い し、 残念なが らその よ さ が ど こ に あ る のかもわからな
い と い う のが本当 の と こ ろだ (問題の ミ ュージ ッ ク ・ ヴィ デオをはじめて観たのも
だいぶ後になってからだった)。 と はいえ、 いま世の中ではたいへん好意的に受け入
れ られている こ と 、 たいへん人気が あ り 、 話題になっている こ と く らいはわかる し、
そ こ には何か し ら積極的に評価すべき ものがある と い う こ と を否定するつも り も な
い. む しろ、 積極的に評価する必要があ る と 思 う か ら、 こ う して取 り 上げているわ
けだ.

こ の こ と を断わった う えで、 fへピーローテーシ ョ ン」 の ミ ュー ジ ッ ク ・ ビデオに
穏を も どす な ら 、 姥川 と の対談で中森明夫がつぎのよ う に述べている点が興味深い。

AKB48 の「へ ピー ロ ーテーシ ョ ンJ の PV は姥川監督ですが、 あの観られ方も

凄い じゃないですか。 ち ょ う ど z 年前の選挙後の大島優子をメ イ ンに して、 特
に蛤川実花的な世界観 と AKB が合体 した こ と が凄い. カ ラ オケ ラ ンキングで
も 81 週 も 1 イ立をキープした し、 おそ ら く こ こ数年の 日 本でも っ と も観られて
い る 映像のひ と つだよね。 {回)
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中森は 2012 年に刊行された WAKB48 白熱論争』 のなかでは ミ ュージ ッ ク ・ グィ デ
オを 「ガー リ ー」 に結びつけてつぎのよ う に も いっ ている。

岡崎京子 と 鈴川実花は、 ど ち ら も女の子に人気があるガー リ }系 の ク リ エイ タ
ーです。 AKB の『へ ピー ロ ーテーション』がずっ と カ ラ オケの一位だったのは、
鈴川実花が撮った PV が女の子に受け入れられたからですよ。 あれは AKB と
姥川実花が作 り 出 したガー リ ーカノレチャーの極地です。 じゃあ 「ガー リ ーJ と
は何かと言えば、 女の子たちが傷つ く こ と な く 永遠に夢を見られる場所で遊び
続ける こ と で し ょ う 。 刷

こ こ で思い出 さ な ければな ら ないのが、 「へピー ロ ーテーションJ の ミ ュージ ッ

タ ・ ヴィ デオに 『ひな ぎ く 』 のモチーフが数多 く 取 り 入れ られている点、 あるいは
も し こ う い っ て よ ければ、 蜂川の ミ ュージ ッ ク ・ ヴィ デオが ヒ チ ロ グ ァ ーの映画に
大き な影響を受けている点だ。 中森がい う よ う に、 「ヘビーロ ーテーション」 の ミ ュ
ージ ッ ク ・ ヴ ィ デオが 「ガー リ ーカ ルチャーの極致J である な ら、 映像ないしアー
ト と い う 観点から してそれを生んだ母と も い え る 『ひなぎ く 』 が 「ガー リ ーカルチ
ャー」 なる も ののなかで どれほ ど大きな存在 と なっているかがわかるだろ う o r女の
子たちが傷つ く こ と な く 永遠に夢を見られる場所で遊ひ続ける こ と 」 が 「ガー リ ー」
なのだと 中森はい う . も しそ う だ と すれば、 こ の映画が過去において生き ざる を え
なかった政治的 ・ 歴史的状況は、 それと はま った く 異質なもの、 ま っ た く 相容れな
い も のだ と いえ る だろ う 。 おそ ら く そ う い う こ と と はま っ た く 無関係に観 られる こ
と がー棋解を恐れずにいえば、 「意味」 のない映画 と して、 表面だけの映画 と して
観られる こ と がーーへ 『ひな ぎ く 』 のすぐれた点であ り 魅力 なのだ. う わベだけでい
けるすごさ と でも い えばいいか。 歴史的 ・ 社会的 コ ンテ ク ス 卜 を抜 き に し て も 楽 し

ガ ー 切 ー

めて し ま う 『女の子映画」 と しての 『ひなぎ く L その形式、 その独自 の様式的表現、
その軽さが 「ガー リ ーカルチャーの極致j へと つながっていったのだろ う 。

1968 年、 社会主義のチ ェ コ ス ロ ヴァ キアで批評家の ヴラ チス ラ フ ・ エ フ ェ ンベノレ
ゲノレ (1923-1986) が 『映画 と 時代』 誌に 「チェ コ 映画における人間像J と 題 さ れ
た倫文を発表 し 、 そのなかで 『ひな ぎ く 』 についてもふれていた. エ フ ェ ンベノレゲ
ノレがい う には、 芸術は本来 「異議申 し立てJ であ り 「訴えj なのだが、 知的エ リ ー
ト は市場で優勢な 「芸術のための芸術」 のほ う を支持 している と い う . 彼は知的エ
リ ー ト の こ う した態度を敗北主義 と 呼ぴ、 『ひな ぎ く 』 にはこ の知的エ リ ー ト の敗北
主義があ ら われている と 主猿する。
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私たちはそ こ に、 今 日 の国際的な芸術市場が現代芸術の発展から (当然な が ら
ま った く 骨抜 き に さ れた状態で) 受け取る こ と がで き た も のすべて、 芸術の商
売が今 日 繁栄するするために利用 してい る も のすべてをみいだすこ と がで き る。
すなわちポッ プアー ト 、 オプアー ト 、 ハプニング、 文字装飾、 20 年代の様式の
ぽかぽか し さ 、 そ して噸笑の力がな く なっ て しま った、 異なる形態の装飾のシ
ニシズム の こ と だ。 かつては想像的な異議申 し立ての作品だっ た も のすべてが、
数十年後のいま、 装飾の形式主義 と して回帰してお り 、 その装飾の形式主義か
らする と 、 人間の今 日 の心的崩壊も、 人聞が美 し く 飾られるひと つの契機で し
かない。 そ して こ の流行 り の折衷主義は、 再現的機能の原貝IJから して、 社会的
現実 と はま っ た く 相容れない。 この映画の主人公たちに よ っ て あ ら わされる、
人間精神の堕落は、 実際にはグィ エ ヨ ・ ヒ チ ロ ヴァ ーに表現でき た も の よ り も
はるかにひ ど い も の と なっている。 (回)

当時のチェ コ ス ロ ヴァ キアの政治的 ・ 社会的状況 と 今 日 の 日 本のそれを単純に比較
する こ と はで き ないが、 ネ ガテ ィ ヴな も の と して語られている芸術の さ ま ざま な こ
と が らが、 いま の 日 本の一一こ と に よ る と 世界の ワーー 「ガー リ ーカノレチャー」 で
はエフ ェ ンベノレゲノレがみ る の と は正反対の価緬と 意味を持ちえている と い う こ と な
のだろ う 。 その背景には大衆消費社会の発展や7ス メ ディ アの発達、 複製技術の進
歩に と もな っ て、 キ ッチュ と 芸術の境界が どんどんあいま いになっ ている状況 も あ
るにちがいな く 、 も しそ う な ら、 ガー リ ーカルチャー と い う 視点から キ ッチュ と 芸
術が どのよ う な関係を取 り 結んでいるのかを検証してみる の も 悪 く ないかも しれな

•
 

、b
 

と こ ろで、 こ の映画はど う してタイ トノレが 「ひなぎ く (たち) J なのだろ う 由、 映
像に即 してふつ う に考えれば、 まずなによ り も7 リ エ 2 が頭に載せている花かんむ
り にひなぎ く が も ち い られている こ と 、 そ して冒頭のプーノレサイ ドの場面の後に映
し 出 さ れる 草地?ー楽園のイ メ -:/を呼び起こす草地ーーにひな ぎ く が咲いている
こ と な どにちなんでいそ う だ と い う こ と く らいはわかる. タイ トJレ と な ったその言
葉が ヒ ロ イ ンの若い娘た ち を あ ら わす隠輸 して機能 している こ と も ま ちがいないだ
ろ う 。 と はいえ、 その本当の理由は監督 ・ 脚本を手がけた ヒ チ ロ ヴァーに訊 く ほか
な い し、 それを こ こ であれこれ想像しで も して も は じ ま ら ない。 ただ、 「ひなぎく j
が こ の映画のタ イ トノレと なっている と い う その事実にはやは り 注目 してみたいのだ。
つ く られた時代を考えれば何か し ら のつなが り が指摘されて もおか し く ないのに、
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いろいろな 『ひな ぎ く 』 輸を読んでもなぜかそれはみつからなかった。 と り たてて
結びつけて考える必要はな い と いわれれば、 た しかにそ う かも しれない。 だが、 こ
こ で思い出 していただき たいのは、 60 年代のユース カノレチャーの象徴 と も い う べき
ミ ニス カ ー ト をプ レイ ク させた7 リ ー・ ク ヮ ン ト の ロ ゴが、 ほかでもないひなぎ く だ
っ た こ と だ。 マ リ ー ・ ク ヮ ン ト がみずからデザイ ン した化粧品 と と もにあの ロ ゴを
発表 したのは、 じつは映画 『ひなぎ く 』 が制作 ・ 公開 されたの と 同 じ 1966 年のこ

ガ ー リ ー

と だっ た刷)。 な ん と も ハ ッ ピーな偶然ではないか。 『ひな ぎ く 』 が女の子映画 と な
る こ と はは じ めか ら運命づけ られていたのかも しれない刷L

〈位〉
ω Rapold， "An Audience for Free Spirits in a Closed Society." 

国 こ の監督の名前については、 さ しあた り こ こ では ヴ ィ エ ラ ・ ヒ チロ グァ ー と 表記
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状況に応 じた こ う した振舞いや行動にはじつに興味深いものがある ( こ の人物にか
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一作品のタ イ トノレをか り に 『悪魔氏の殺害』 と 駅 したが、 「氏j と したのは、 ring.J
と い う 、 た と えば rdr.J な ど と 同種の称号で、 「銭師j と される こ と が多い。 ハナ
ーコ グ ァ ー も こ の (翻訳上の) 問題について結っている (Hanáková， "Voices From 
Another World." 74-75. n3)。
(53) Hanáková， "Voices From Another World，1I 74， nl; Rich， "In the Name of 
Feminist Film Criticisrn，" 353. 
(凶 Hanáková， 吋oices From Another World." 73 
(55) Radkiewicz， "Angry Young Girls." 
信6) Qu町t. "Three Central European Women Directors Revisited." 58 
(同 P町明叫e配u. "'80 We Will Go Bad.... 145・146.
{岨 Skvorecký. All the Bright おungM，四 and Women. 107. [ 1 は引用者に よ る
補足。
{回，) Skvorecký. All the Bright Young M町 四d Women. 107. 
{回 中森 ・ 蜂川 rwヘノレタースケノレター』 を丸裸にする リ . 46 
(61) 小林ほか WAKB48 白 熱論争�. 114. r極地」 はおそ ら く 誤植だ と 思 う ので、 以
下では 「極致J でおき かえる。
{叫 Effenberger， "Obraz clov品ka v èesk品m filmu，" 351 
{回 rMARY QUANT OFFICIAL WEB 8ITEJ ロ ゴについては rMARY QUANT
8TORYJ の rEPI80DE 28J に記述がある。
{附 ビロ ー ド革命のあ と ヒ チロ ヴァ ー と ク ノレムパホ ヴ ァ ーは 『ひな ぎ く 』 のつづき
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を計画 していた と い う 。 年を取った ヒ ロ イ ンたちが今度は決 ま り に したがって正 し
い こ と ばか り を して い く と い う 話で、 90 年代初めの資本主義社会を噺笑する よ う な
映画にな る はずだっ た. し か し こ れは実現 しなかった。 ク ノレムパホ グ ァ ーが 1996
年に亡 く な っ て し ま ったからだ(ChytiJo吋 a PiJát， Véra Chytilová zblízka， 173)。
ふた り が 「オパ さ んになっ て も j 、 『ひな ぎ く 』 はガー リ ーカノレチャーに受け入れら
れたのだろ う か。
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【正誤表】	
 赤塚若樹「ヴィエラ・ヒチロヴァーの映画『ひなぎく』（1966）について」 

 

ページ  位置  誤  正  

p. 4 12行（行頭） ががいうには がいうには 

p. 4 12行（行末） ほかの国の者の捉え方 ほかの国の物のとらえ方 

p. 20 下から 9行 同時に性格に 同時に正確に 

p. 26 9行 というふうにもいる。 というふうにもいう。 

p. 33 〈引用・参照文

献〉Chytilová 

Věra Chytilová zblízka. Věra Chytilová zblízka.〔斜体〕 

 

 


